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BB群はNB群に比べStO2，HbO2及びTHbが有意に増加し（p<0.01，Steel-Dwass検定），Velが低下して
いた（p<0.05，Steel-Dwass検定）。HbとBFは有意な差は認めなかった。ブラッシング前の歯肉の値/
指尖の皮膚の値の比では，BB群はNB群に比べStO2比，HbO2比及びTHb比が有意に低かった（StO2比，
HbO2比：p<0.01，THb比：p<0.05，Steel-Dwass検定）。Hb比，BF比及びVel比は有意な差は認めなかった。
本研究では，StO2とBFの同時測定によって健全歯肉と炎症歯肉での局所血行動態の違いを明らかに
した。また，ブラッシング前後のStO2とBF値の推移が健全歯肉と炎症歯肉で異なることから，歯肉血
行動態の測定が歯肉の炎症を非接触診断できる可能性を示した。
審査結果要旨
　歯周病は発赤や主張などの肉眼で確認できる所見に加え，動揺度の測定，歯肉からの出血，歯
周ポケットの深さおよび歯槽骨の九州から診断される。現在歯周病の炎症診断としてbleeding on 
probing(BOP)が指標として使用されているが，炎症程度を推定出来るものではない。局所の歯肉の炎
症は局所の血行動態と密接な関係があり，血流量（BF）および組織酸素飽和濃度（StO2）で定量的に
診断できる事が示唆されている。この技術を応用して，本論文ではヒト歯肉の血行動態とBFを同時に
測定し，歯肉炎の臨床症状と関連するかを測定した。
これまで歯肉でStO2とBFのいずれか一方と歯肉炎症との関連をしらべた報告がある。StO2に関し
て歯肉炎になると健康歯肉と比較して優位に下がることが報告され，また治療により回復することも
確認されている。BFに関してはレーザードップラー血流計にて歯肉炎になると増加することも報告さ
れている。このStO2は酸化ヘモグロビン量とヘモグロビンの量を反映しているが，流速を測定するこ
とはできない。一方BFは血球数と流速を反映しているがStO2は反映していない。そのたね歯肉局所血
行動態を測定するためには歯肉におけるStO2とBFを測定し，これらの相関性を解析して歯肉炎診断へ
の応用を検討する必要性がある。
本研究では光ファイバーを埋め込んだプローブを用いて，局所歯肉の酸化ヘモグロビン量（HbO2）
と脱酸素ヘモグロビン（Hb）量から組織酸素飽和濃度（StO2）を計算し，レーザードップラー血流計
で血流量を測定した。これらの機器を使用して，東北大学病院歯周病科に来院した11名の患者を対象
に唇側歯間乳頭部でBOPを測定し，ブラッシング前後でStO2と血流量の動態を比較検討した。その結
果，歯肉炎を有する場合はStO2の低下および血流量の増加が見られたが，ブラッシングにより歯肉炎
が改善するとStO2の増加および血流量の低下が観察された。この結果よりStO2と血流量の同時測定に
より歯肉の炎症動態を検出出来る事を判明した。
本研究は非接触機器による歯肉炎を判定する新歯周炎診断機器として発展する可能性を有しており，
歯周病学における学術的意義も大きいと考えられる。本研究の成果は，従来の歯周病検査に加えて正
確に炎症状態を検査できる新規医療機器として発展する可能性を示唆しており，学術的意義も大きい
と考えられる。本研究の成果は新たな歯周病診断学の開発に寄与するものであり，歯科全般の臨床領
域に学術的貢献をし得ることから 博士（歯学）の学位論文として相応しいと判断する。
